
サブミクロンサイズの磁性微粒子は、数GHzで動作する高周波機器の材 
料としての活用が期待されている。 5Gの活用が進み、高周波ノイズの抑制 が
課題となる中で、サブミクロンサイズの磁性微粒子の需要が大きくなっている。
しかし、一般にサブミクロンサイズの微粒子を製造することは難しい。例えば、原

料を粉砕していくようなトップダウン型の製法では、ミクロンサイズ粒子の製 造が
限界であり、金属イオンを還元して析出させるようなボトムアップ型の製 法でも
、微粒子が凝集してミクロンサイズの二次粒子が形成されてしまう。加 えて、複
数の金属イオンを還元して化合物微粒子を析出させる際は、組成の制御が難
しいという課題も存在する。
本発明は、Fe-Ni-B／Fe-Co-B軟磁性体のサブミクロン微粒子を製造 す

る方法に関するものである。右上図に示す通り、凝集の無い真球状の一次粒
子ができ、さらに組成の制御が容易に行えることが特徴である。右図は、
本微粒子の複素透磁率の周波数特性である。1 GHzまでμ’’が0付近となり、
数GHz帯でピークを示すことから、下記のような応用が期待できる。

応用例

 磁性粉末アンテナ
 高周波用ノイズ抑制シート
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